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金
重
　
陶
陽
（
本
名　

勇
）

　

昭
和
31

年
４
月
24

日
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
（
保
持
者
）

　

桃
山
備
前
を
再
現
し
て
備
前
焼
を
復
興
さ
せ
、
備
前
焼
中

興
の
祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
茶
陶
を
代
表
す
る
作
家
で
茶

碗
、
水
指
、
花
入
れ
に
優
品
が
多
く
、
細
工
物
に
も
長
じ
て
、

名
実
と
も
に
現
代
備
前
の
第
一
人
者
で
す
。

　

明
治
29（
１
８
９
６
）
年
、
備
前
焼
窯
元
六
姓
の
金
重
家
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
14
歳
で
父
楳
陽
に
つ
い
て
陶
芸
の
道

に
入
り
ま
し
た
。
楳
陽
は
鳥
や
植
物
な
ど
細
工
物
を
得
意
と

す
る
焼
き
物
師
だ
っ
た
の
で
、
陶
陽
も
花
鳥
や
動
物
の
制
作

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

陶
陽
の
作
品
は
備
前
で
は
別
格
に
扱
わ
れ
ま
す
。
年
を
へ

る
ご
と
に
評
価
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
彼
の
条
理

に
か
な
っ
た
生
活
態
度
に
根
ざ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

陶
陽
と
川
喜
多
半
泥
子
や
北
大
路
魯
山
人
、
荒
川
豊
蔵
、

加
藤
唐
九
郎
、
三
輪
休
雪
、
小
山
富
士
夫
、
イ
サ
ム
ノ
グ
チ

な
ど
と
の
幅
広
い
交
遊
に
よ
っ
て
芸
域
を
広
め
ま
し
た
。
茶

を
知
ら
な
い
で
茶
陶
は
作
れ
な
い
と
、
茶
を
習
う
こ
と
か
ら

始
め
る
〝
職
人
の
玄
人
〟（
芸
徳
一
致
）
の
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

昭
和
41（
１
９
６
６
）
年
に
は
ハ
ワ
イ
大
学
夏
期
大
学
に
講

明治29（1896）年

 ～昭和42（1967）年

備前焼人間国宝

師
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
翌
42（
１
９
６
７
）
年
４
月
、
天
皇
・

皇
后
が
伊
部
に
ご
来
訪
の
折
、
大
鉢
を
ろ
く
ろ
で
御
前
制
作

し
ま
し
た
。
つ
ね
に
備
前
焼
は
土
で
決
ま
る
と
い
い
、
使
用

す
る
土
は
10
年
以
上
寝
か
せ
た
完
熟
土
で
し
た
。
客
を
第
一

に
考
え
、
作
品
を
値
崩
れ
さ
せ
な
い
こ
と
が
客
を
大
切
に
す

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

〔
引
用
元
〕

　

『
わ
が
ま
ち
の
文
化
遺
産
』　

記
念
誌
編
集
委
員
会　

編
集

 

備
前
市
文
化
協
会　

平
成
10
年
10
月
12
日
発
行

藤
原
　
啓
（
本
名　

敬
二
）

　

昭
和
45

年
４
月
25

日
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
（
保
持
者
）

　

備
前
焼
に
文
学
的
感
性
を
盛
り
込
み
〝
啓
備
前
〟
と
呼
ば

れ
る
自
由
闊
達
な
独
自
の
作
風
を
確
立
し
ま
し
た
が
、
84
年

の
生
涯
は
波
乱
に
富
み
、
40
歳
の
こ
ろ
を
境
に
暗
と
明
に
二

分
さ
れ
ま
す
。

　

大
正
７
（
１
９
１
８
）
年
賀
川
豊
彦
と
知
り
合
い
社
会
問
題

に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
大
正
10（
１
９
２
１
）
年
に
は
早
稲

田
大
学
英
文
科
に
聴
講
生
と
し
て
入
学
し
、
横
光
利
一
ら
と

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
文
学
を
専
攻
。
そ
の
こ
ろ
不
二
原
敬
二
の

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
処
女
詩
集
『
夕
の
哀
し
み
』
を
出
版
し
ま
し

た
。
大
正
12（
１
９
２
３
）
年
、
早
大
野
球
部
監
督
の
安
部
磯

備
前
焼
人
間
国
宝

雄
の
紹
介
で
片
山
哲
、
河
上
丈
太
郎
、
水
谷
長
三
郎
ら
と
社

会
主
義
運
動
に
身
を
投
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

一
時
、
雑
誌
の
随
筆
や
地
方
新
聞
の
小
説
を
書
き
ま
し
た
が
、

作
家
志
望
の
夢
が
破
れ
て
帰
郷
し
ま
し
た
。

　

昭
和
13（
１
９
３
８
）
年
、
郷
土
の
万
葉
学
者
正
宗
敦
夫
の

勧
め
で
備
前
焼
の
世
界
に
入
り
ま
し
た
。
39
歳
の
と
き
で
し

た
。
金
重
陶
陽
が
完
成
さ
れ
た
桃
山
備
前
を
具
現
し
た
の
に

対
し
、
啓
は
単
純
、
素
朴
、
明
快
を
作
陶
理
念
と
し
て
、
鎌

倉
期
の
豪
放
、
粗
野
を
ね
ら
い
、
と
ぼ
け
た
、
面
白
い
作
品

を
多
く
世
に
出
し
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
代
の
初
期
作
品
は
、
荒
い
土
味
に
ね
っ
と
り
と

緋
が
発
色
し
た
面
白
い
造
形
が
目
立
ち
ま
す
。
30
年
代
は
陶

芸
家
と
し
て
脂
の
乗
っ
て
き
た
時
期
で
、
焼
成
技
術
に
秀
で
、

窯
変
の
み
ご
と
な
花
入
れ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
40
～
50
年
代

は
円
熟
期
で
、
天
衣
無
縫
に
生
き
た
人
間
藤
原
啓
の
姿
を
表

し
て
、
無
作
為
の
造
形
の
な
か
に
深
い
含
蓄
を
秘
め
た
独
自

の
作
風
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

生
来
酒
を
愛
し
、
来
客
に
も
酒
を
す
す
め
意
気
投
合
す
る

と
作
品
を
気
前
よ
く
持
ち
帰
ら
せ
ま
し
た
。
生
涯
の
後
半
は

和
服
で
通
し
ま
し
た
。

「
私
は
土
に
救
わ
れ
た
！
」、
啓
の
気
持
ち
の
全
部
で
し
ょ
う
。

　

〔
引
用
元
〕

　

『
わ
が
ま
ち
の
文
化
遺
産
』　

記
念
誌
編
集
委
員
会　

編
集

 

備
前
市
文
化
協
会　

平
成
10
年
10
月
12
日
発
行

山
本
　
陶
秀
（
本
名　

政
雄
）

　

昭
和
62

年
４
月
20

日
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
（
保
持
者
）

　

70
年
間
焼
き
物
一
筋
の
人
生
を
歩
み
、
ろ
く
ろ
の
名
手
と

い
わ
れ
ま
し
た
。
15
歳
の
と
き
か
ら
窯
元
修
業
に
入
り
、
27

歳
で
独
立
し
た
あ
と
、
ひ
と
と
き
京
都
の
楠
部
弥
一
の
門
を

た
た
き
ま
し
た
。

明治32（1899）年～昭和58（1983）年
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昭
和
18（
１
９
４
３
）
年
、
軍
需
省
の
管
轄
だ
っ
た
国
立
京

都
窯
業
試
験
場
が
軍
の
依
頼
で
、
備
前
焼
火
襷
を
使
用
し
た

食
器
を
生
産
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
制
作
者
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
備
前
焼
の
手
榴
弾
も
作
り
ま
し
た
が
、
実
戦

に
は
使
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
44（
１
９
６
９
）
年
に
は

伊
部
を
ご
訪
問
の
三
笠
宮
さ
ま
に
、
地
元
公
民
館
で
茶
器
・

鉢
な
ど
制
作
の
ろ
く
ろ
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

陶
秀
は
昭
和
39（
１
９
６
４
）
年
か
ら
昭
和
44（
１
９
６
９
）

年
に
か
け
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
５
カ
国
（
オ
ラ
ン
ダ
・

フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
西
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
）、
韓
国

と
東
南
ア
ジ
ア
４
カ
国
（
台
湾
・
香
港
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
）
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
を
歴
訪
し
ま
し
た
。
窯

元
、
窯
跡
、
史
跡
、
美
術
館
を
視
察
し
て
海
外
の
文
化
に
接
し
、

芸
域
を
広
め
ま
し
た
。

　

陶
秀
の
作
品
の
つ
い
て
、
陶
陽
の
千
利
休
、
啓
の
古
田
織

部
に
対
し
、
小
堀
遠
州
に
た
と
え
る
人
が
い
ま
す
。
遠
州
は

江
戸
時
代
の
作
庭
家
で
あ
る
と
同
時
に
有
名
な
大
名
茶
人
で

も
あ
り
ま
し
た
。
陶
秀
の
作
品
の
キ
メ
が
細
か
く
て
ソ
ツ
が

な
く
上
手
も
の
の
感
の
す
る
と
こ
ろ
が
、
女
性
的
と
い
わ
れ

る
遠
州
に
似
て
い
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。

　

茶
陶
に
長
じ
、
茶
入
、
花
生
に
優
れ
た
作
品
が
多
く
あ
り

ま
す
。
陶
秀
は
自
然
体
を
強
調
し
、
無
理
を
せ
ず
、
自
然
に

逆
ら
わ
な
い
こ
と
を
作
陶
の
基
本
に
し
ま
し
た
。

　

〔
引
用
元
〕

　

『
わ
が
ま
ち
の
文
化
遺
産
』　

記
念
誌
編
集
委
員
会　

編
集

 

備
前
市
文
化
協
会　

平
成
10
年
10
月
12
日
発
行

藤
原
　
雄

　

平
成
８
年
５
月
10

日
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
（
保
持
者
）

　

藤
原
啓
の
長
男
と
し
て
現
在
の
備
前
市
穂
浪
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
出
産
時
の
事
故
に
よ
り
視
力
に
障
が
い
が
残
り
ま

し
た
。
文
学
を
志
し
明
治
大
学
文
学
部
へ
進
学
、
昭
和
30

（
１
９
５
５
）
年
卒
業
後
出
版
社
に
勤
め
ま
し
た
が
、
小
山
富

士
夫
氏
の
勧
め
に
よ
り
帰
郷
、
父
に
つ
い
て
作
陶
を
は
じ
め

ま
し
た
。

　

豪
放
で
力
強
く
鷹
揚
と
し
た
作
風
を
持
ち
味
と
さ
れ
、
壺

や
鉢
、
花
入
れ
な
ど
を
手
が
け
る
傍
ら
、
東
京
、
大
阪
、
岡

山
、
広
島
な
ど
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
創
作
レ
リ
ー
フ
や
オ

ブ
ジ
ェ
を
制
作
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
な
ど
で
備
前
焼
の
講
座
を
受
け
持

ち
、
講
演
会
や
展
覧
会
を
行
う
な
ど
備
前
焼
の
国
際
化
に
も

努
め
ま
し
た
。
父
、
啓
氏
と
と
も
に
昭
和
期
の
備
前
焼
隆
盛

を
牽
引
、
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財

「
備
前
焼
」
の
保
持
者
に
な
り
ま
し
た
。

　

〔
引
用
元
〕

　

T
h
e

備
前B

iz
e
n

土
と
炎
か
ら
生
ま
れ
る
造
形
美
（
Ｆ
Ｋ
）

伊
勢
㟢
　
淳
（
本
名
　
惇
）

　

平
成
16

年
９
月
２
日
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
（
保
持
者
）

　

細
工
物
を
よ
く
し
た
備
前
焼
の
陶
工
伊
勢
崎
陽
山
の
２
男

と
し
て
伊
部
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
34（
１
９
５
９
）
年
岡

山
大
学
教
育
学
部
特
設
美
術
科
を
卒
業
後
、
父
に
つ
い
て
作

陶
を
は
じ
め
ま
し
た
。
昭
和
36（
１
９
６
１
）
年
、
兄
、
満
と

と
も
に
半
地
下
式
穴
窯
を
築
窯
、
初
窯
を
出
し
ま
し
た
。
以

来
、
土
や
窯
に
つ
い
て
研
究
や
工
夫
を
重
ね
、
伝
統
的
な
茶

陶
か
ら
陶
板
や
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
造
形
作
品
ま
で
幅
広
く
手

掛
け
、
備
前
焼
の
新
し
い
表
現
を
求
め
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
て
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
美
術
に
も
関
心
が
高
く
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
弟
子
を
受
け
入
れ
指
導
に
当
た
る
と
と

も
に
、
日
本
工
芸
会
常
任
理
事
、
同
中
国
支
部
参
与
な
ど
の

要
職
を
務
め
る
な
ど
、
現
代
備
前
の
要
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
16（
２
０
０
４
）
年
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
「
備
前

焼
」
の
保
持
者
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

〔
引
用
元
〕

　
T

h
e

備
前B

iz
e
n

土
と
炎
か
ら
生
ま
れ
る
造
形
美
（
Ｆ
Ｋ
）

明治39（1906）年～平成6（1994）年

昭和7（1932）年～平成13（2001）年

昭和11（1936）年～


